
 

 

 

 

 

 

 

 いよいよ今
いま

の学
がく

年
ねん

で過
す

ごす最
さい

後
ご

の月
つき

になりました。１年間
ねんかん

給 食
きゅうしょく

をおいしく食
た

べることができましたか？毎日
まいにち

の食事
しょくじ

と健康
けんこう

は密接
みっせつ

に

結
むす

びついています。自
じ

分
ぶん

の食
しょく

生
せい

活
かつ

を振
ふ

り返
かえ

り、新
あたら

しい学
がく

年
ねん

に向
む

け

て準
じゅん

備
び

をしていきましょう。 
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○（できた） △（まあまあできた） ×（できなかった）のチェックをしてみよう。 
 
毎日
まいにち

、朝
あさ

ごはんを食
た

べることができた。  苦手
に が て

なものでも一口
ひとくち

は挑戦
ちょうせん

できた。 
 

 

食
た

べ物
もの

を大
たい

切
せつ

にし、いろいろな人
ひと

に感
かん

謝
しゃ

して 

食
た

べることができた。 

行
ぎょう

事
じ

食
しょく

や地
ち

域
いき

の料
りょう

理
り

をよく味
あじ

わいながら食
た

べることができた。 

はしの持
も

ち方
かた

や食器
しょっき

の置
お

き方
かた

に気
き

をつけて食
た

べることができた。 

良
よ

かったところはそ

のまま続
つづ

けて、足
た

りなか

ったところは気
き

をつけ

ながら今年度
こんねんど

最後
さいご

の

給 食
きゅうしょく

を楽
たの

しく味
あじ

わっ

て食
た

べましょう。 



３月３日は桃
もも

の節
せっ

句
く

（ひな祭
まつ

り） 
ひな祭

まつ

りは３月３日の桃
もも

の節句
せ っ く

のことで、女
おんな

の子
こ

の健
すこ

やかな

成
せい

長
ちょう

や幸
しあわ

せを願
ねが

ってお祝
いわ

いする日
ひ

です。給
きゅう

食
しょく

では、おひな

さまとおだいりさまのおにぎりでデコレーションした「ひな祭
まつ

り寿司
ず し

」を作
つく

る予
よ

定
てい

です。また、デザートは「ひしもち」にち

なんで、「三色
さんしょく

ゼリー」です。ひしもちの色
いろ

は上
うえ

から桃
もも

、白
しろ

、

緑
みどり

で、雪
ゆき

の下に新芽
し ん め

が芽吹
め ぶ

き、桃
もも

の花
はな

が咲
さ

いて春
はる

が来
き

た様
よう

子
す

を

表
あらわ

すといわれています。 

 

春
は る

の訪
おとず

れを告
つ

げる食
た

べ物
も の

 
長
なが

い寒
さむ

い冬
ふゆ

が終
お

わり、うららかな春
はる

がやってきます。春
はる

の訪
おとず

れを告
つ

げる食
た

べ物
もの

を紹
しょう

介
かい

し

ます。 

ふきのとう つくし よもぎ 

うど 菜
な

の花
はな

 春
はる

かぶ 

ふきの花
はな

のつぼみです。

独
どく

特
とく

の香
かお

りとほろ苦
にが

さを

楽
たの

しむことができます。 

ギザギザの

はかまをとっ

てゆでて食
た

べ

ます。和歌
わ か

の

季語
き ご

にもなっ

ています。 

 

やわらかい葉
は

をゆで

て、草
くさ

もちにするとおい

しいです。   

 

シャキシャキした食
しょっ

感
かん

で、炒
いた

め物
もの

や和
あえ

え物
もの

、

煮
に

物
もの

など色
いろ

々
いろ

な料
りょう

理
り

に

使
つか

うことができます。 

 

菜
な

の花
はな

のつぼみをつけ

たくきを食
た

べます。栄
えい

養
よう

もたっぷりで、ビタミン

C
シー

や鉄分
てつぶん

が豊富
ほうふ

です。 

 

春
はる

のかぶはみずみずし

く、やわらかいのが特徴
とくちょう

です。丸
まる

い根
ね

にはビタミ

ンC
シー

が、葉
は

にはカロテン

が多
おお

く含
ふく

まれています。 

 


